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学校関係者評価結果対応書 

  令和４年３月１日 

    尾道市立高西中学校 

 

項 目 課 題 対応・改善策等 

集
団
づ
く
り
の
カ
リ
マ
ネ
の
推
進 

○策定したパワーアップアク

ションの実施が不十分であ

った。 

○活動自体が目的にならない

よう「何のためにするのか」

といった視点を教員と生徒

がしっかりと共有する必要

がある。 

○話合いのマンネリ化を防ぐ

必要がある。 

 

○「学級経営計画」に学級力向上プロジェクトを

十分に反映させる。 

 

○生徒会担当がイニシアティブをとりながら，各

専門委員会がより一層自立し，各担当教員をベ

ースとして活動していくことができるシステム

づくりを進める。 

 

○自分たちの集団を自分たちでよくするための，

生徒にとって必然性のある議題の設定を行う。 

 

授
業
改
善
の
カ
リ
マ
ネ
の
推
進 

○指導案の本時の展開の内容

をより一層充実させる必要

がある。 

○生徒自身が課題を見つけた

という実感を持たせる工夫

が必要である。 

○「個別最適な学び」の視点を

各授業でさらに取り入れる

必要がある。 

○課題に対して「予想」を立て

させる，「解決方法（検証）

の仕方」を考えさせる視点を

取り入れる必要がある。 

○学力分析と授業改善計画の

見直しを定期的に行う必要

がある。 

○小中の授業見学を行う教員

が固定化されており，交流・

還元が少ない。 

○誰が見てもイメージしやすい単元構想図，指導

案づくりをさらに追求する。 

 

○生徒の目線にたち，既習事項とのズレを意識し，

「なぜ」と思わせる導入を目指す。 

 

○個別最適な学びの視点を取り入れ，生徒が学び

をデザインできる部分を増やす。 

 

○「課題設定⇒予想⇒検証⇒振り返り」という探

究のサイクルを意識した授業を各授業でも取り

入れる。 

 

○学力分析を反映した試験問題を作成し，そこで

明らかになった弱点について，授業や家庭学習

を通して克服させる。 

○合同の研修等において，「表現力の育成」「見方・

考え方を働かせること」を小中が共通テーマと

して取り組む。 

働
き
方
改
革

の
カ
リ
マ
ネ

の
推
進 

○業務が主任等の一部の教員

の負担にならないようにす

る必要がある。 

○校務分掌表と分担の精選と整備を進める。特に

主任，主事に業務が偏らないように，各分掌に

おけるプロジェクト等に，他の教職員が計画段

階から積極的に参画するシステムを構築する。 

様式６（学校評価表と合わせて学校評価報告書） 



 


